
4.切 枝花木の入室時期について

1.背 景と特徴

切校花木の促成において当地方は秋の到来が早く休眠が早く破れるため、暖地にくらべ早

期の入室が可能であると思われる。しかし、入室時期は生産者の経験的知識に頼っているの

が現状であり、適切な入室時期を知る必要がある。ば和49年 度から2ヶ年にわたって検討

した結果を参考に供したぃ。

2 技 術の円容

切枝花木の促成の実用的な入室時期は黄葉ョデマリは12月 上旬以後、ボケは1月上旬以

後、サンシュは11月 下旬、レンギョウは12月 中旬以後、サクラは12月 下旬以後である。
ユキヤナギは棋つき促成に比べ切枝促成は、開花率が低く花便が短く、花も小さく品質的に

劣る。・その差は早期の入室ほど顕著であり、人室が遅くなるほど少なくなる。根つき促成は

12月 上旬以後、切校だ成でも1月上旬以後の入.室では根つき促成と同程度の開花滋率となり実

り実用的である。

いずれも入室時期が遅くなるほど開花率 (萌芽率 )は高く4り 、到花日数は短くなる傾向

がみられると                  ・

実用的な入室時期と促成所要日数は次の通りである。

昭 4

入重時期

種 類

11月 1 2 月 1 月 2 月 3   月

下 上
・
中 下 上 夕中 下 上 中 下 上 中 下

黄 秦 ヨ デ マ リ 4 6 36 27 16 14

ボ ケ 41 29 3う 31

サ ン シ ュ 41° 98 31

0

1 9 20 12 10 10

レ ン  ギ  ョ  ウ
O
30 20°

サ ク フ

0
29

ユキヤナギ (切 枝) 29 21 23 21 21 1 4

″ (根 つき)
0
31 29 26 21 22 20 21 14

0岬 は昭和 50年 試験実施
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入   室   日

ユ 普 及上の留意点

(1)促 茂中は温度、湿度 ともに高く、非常に消耗 じやすい環境下にあるので生育中に十分薬

剤散布 して病害虫を防除する。

(2)根 つき促威 (ユ キヤナギ )の場合、秋から根回 しをしておく。

(3)試 験では促成温度を日中 25し 、夜FF3 1 o地としたが、最適の条件はボケ、ユキヤナギ、
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レンギ ョウ

（い”）「　．

ラ

ウ
。・・．

施

ナギ (切枝)

/ ュ

う 1, あ 5    15    25 5 25 う    15   25 5 15 25

1 1 月 12月 1月 2月 3局

'  ! ― |■■1主と'■ⅢⅢ
‐t尊 を■筑忍



黄薬ヨデマリは日中25し 、夜間12～ 15t、 レンギョウ、チクラは日中2うせ、夜間

15～ 18&、 サンシュ注日中25を 、夜間20む である。

(り 血 室で促成する場合、晴天の日中には2～ う時間天窓を開いて十分通風をはかり、午後

は早めに窓をしめて蒸す状態にする。

(5)日中は時たシリンジを行い枝を絶えず湿らせておき、芽が動き出したら回数を成らし色

づ き始めたらやめる。

(6)替 が膨らみ始めたら室温を Fげ、十分日光にあてる。

4.試 我成績の概要             ・

(1)試 験課題名     切 枝花木の捉成試験、入室時期試験

(2 試験年次および場所 H召和49～ 50年  岩 手県園芸試最場本場

(3)試 験方法

1)供 試条件

ゼ 1 % 1物7 1/4 1/18 2/4
物8
3 / 4

1・/22

4 9

サ ンシュ(男枝) ① ○ ○ ① ○ ①

コ寄頚者コゥ戸=rり (  〃 ) ○ ○ ○ ○ ○

ボ   ケ ( 〃 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユキヤナギ ( 〃 )
○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○

〃 (根 つき) ○ ○ ○ O ○ O O

t       ノ

務 遜

｀

琉嘉
＼<生
雲

日

、

10/29 l 1 / 1 41物9 1物4 1?′/29

5 0

サ ンシュ(切枝) ○ ○ ○ ○ ○

レンギ ョウ ( 〃 ) ① ○ ○ ○ O

サ ク ラ ( 〃 )
iO

○ ○ ○

1 レ 11ン
/22
1 2 / 7 1/7

う 0 ユキヤナギ(根つき) ○ O ○ ○

■十ュェ: ! t , 1 喧由 白 曲 幽 鯉 埜 』
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2)供 試品種

ボ   ケ ………ひのみはた

ユキヤナギー・……蒲日早生

レンギョウ……・…チ ョウセンレンギ ョウ

サ  ク  ラ …・・・…ヒガンザ クラ

3)Lrn積及ひ区制  1区 5枝  1区 制

4)促 成方法

切枝だ成は入室 3日前 (昭和 50年 度は 7日 前)に 枝を1又穫 し、冷室で水あげ した。

加温ガラス室に入室 した切枝は水を入れたポリ容器にさし、約 10日 おきに水をかえた。

シリンジは 1日 2～ 3回 行い、花書力者Jれるまで続けた。

根つき促威は入室直前に株を掘り上げ、根を黒ビニールで覆い入室した。入室後の管

理は男枝促成と同様に した。

(4)試 験結果

いずれも入室H寺期が遅くなるほど開花率 (萌茅率 )は高 くなり、到花 (展葉 )日数、開

花 (展乗 )期間は短くなる傾向が認められた。

①黄葉コデマリ……萌芽率は 12月 上中旬の入室で50%、 1月上句以後の入室で60%

程度であったさまた到展美日放は 12月 上中旬め入室で40日 前後、 1月 上旬入室で30

日、 1月 中旬以後の入室で 15日 と短くなった。浸葉期間においても 12月 上中旬入室

では 20日 かゝったものが 1月上旬以後の入室では 10日 となった。

②ボ ケ ……開花率は 12月 上中旬の入室では 50%以 下であったが、 1月 上旬以後の入

室では60%程 度 と高くなった。また到花 日数は 12月 上中旬の入室で50日 、 1月 上

旬以後の入塩で30～ 40日 となり、開花期間も1月上旬以前の入基で9～ 10日 、 1

月中旬以後の入室では 4～ 6日 と短 くなった。

③サンシュ…… 10月 下句入登では全く開花しなかったのに対し、 11月 中旬以後の入室

では90%以 上の開花率であった。また到花日数ヤま11月 中下旬入室で40～ 6'日 、

12月 中下旬入至では20～ 30日 となり、開花期1胡は 11月 中下旬入室で7～ 9日、

12月 中下旬入室では4～ 炉日と短縮された。

④レンギョウ……開花率は 10月 下旬入室で 15%で あったが、 12月 中下句入室で70

%程 度と高 くなった。多u花日数は 11月 中下旬入室で40～ 60日 、 12月 中旬入室で

30日 、 12月 下旬入至で20日 となり、開花期間は 12月 中旬以前の入室では 19～



22日 、 12月 下旬入室では 10日 以下と短くなった。      t r

②サクラ…… 11月 中旬入室では全く湖花しなかったが、 12月 下旬入室では8o%以 上

の開花率であった。またデJ花日数 11月 下旬入室で60日 、 12月 中旬入室で40日 、

12月 下旬入室で30日 と短くなブた。

③ユキヤナギ (切枝)・……12月 上中旬入室では輝花率40～ 50%、 1花叢当りの開花

数が2万個以下であったが、 1月 中旬以後の入室では繭花率6う%前 後、 1花 叢当りの

威花狭ユ0個以上となった。

また到花日数、開花期間は1月上句以前の入室では各々30～ 3,日 、 10～ 11日 で

あったが 1月中旬以後の入室では各々15■ 20日 、5～ 9日 と無くなった。
・

0 ユ キヤナギ (棋つき)……開花率は11月 中の入室では20～ 40%と 低くかったが

12月 上旬入室では60%以 上であった。また到7を日数は 11月 入室では45～ 60 日ヽ、

12月 上句入室で30日 、 1月 上旬入室で20日 となり、開花期間は 11月 入室で13

～ 14日 、 12月 上旬入室で11日 、 1月 上旬入室で9日 と短くなった。
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時茄ぐK囚
気 温 ℃ 促磁働度℃ 要 因
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- ユ 2

-23

-曳 9

-64

-66

208

202

187

ld 3

8 9

107
働

10

月

第1半句

2

3

4

5

6

221

2Q8

1 7 5

1 7 2

1 6 1

1ユう

123

120

8 o

8 5

易 9

4 . づ

2勇 0

272

24.3

2曳 夢

281

よ 1

2 1

9 6

102

1

１

２

３

４

５

６

1 . 8

2 , 6

0 6

1 . 6

曳0

1 . 5

一 & 3

- 夕 3

- 8 o

- 2 8

- ' 4

1 8 4

1ユ9

1&8

208

225

223

9 2

9 2

2 2

1 1 . 3

1 ユ9

1 2 5

咽
　
　
和
　
　
知

な

月

1 ‐、

2

3

4

5

6

14.1

1ユ7

1ユ7

14.2

11.o

l■8

1 . 4

6 5

1 . 5

, 0

0

Q 2

24.8

2ユ4

24.0

2 6 5

1 8 7

2 1 . 0

9 0

107

9 9

100

& 2

9 4
略
　
　
榔
　
　
如

９

‐

「

日

‐

判

１

　

２

　

９

　

４

　

５

　

６

一Q l

27

08

98

ユ8

21

- 1 0 8

-64

・106

olユ9

-71

-ユ 9

208

2,0

2 6 3

24,4

2ユ 8

24.8

11.8

169

14.6

10o

120

14.う

す

12

月

１

２

３

４

５

６

l Q  0

4 . 6

ユ2

2 9

ユ 9

21

- 2 6

- 2 2

」生4

= 7 3

-4.9

- 1ユ1

24.4

1 1 . 5

24.5

1&7

2 0 6

7 8

2 5

l d  o

8 2

8 8
ヤ

月

１
．

２

ユ

４

５

６

4.4

曳2

67

69

曳9

89

- 7 8

-ユ う

- 4 . 1

--4.7

■03

‐40

あ 8

296

2'7

264

あ 3

222

1ユ1

11.5

91

106

11.8

1 2 4

H召

和

, 1

年

1

月

１

２

３

４

５

６

7 1
′
1 6 5

2 0

0 う

2 0

1 。1

- 1 . 6

- 4 . 7

¬a 8

…1 0 2

ギ2 2

ヽ 2

2 6 2

27 6

あ 0

2a6

298

1 1 . o

9 0

, 0

104

1 2 0
り
０
　

日
烈

１

　

２

2 3

2 0

―& 0

式 3

3Q3 108

蜂=|:→4114Ⅲ ⅢI■年親J

一 死 一


